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担当建築家

三浦　直樹
Miura　Naoki
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1982 年滋賀県生まれ。

2005 年京都造形芸術大学芸術学部環境デザイン学科　卒業

2005 年横内敏人建築設計事務所　入所

2013 年三浦直樹建築設計事務所　設立

三浦直樹建築設計事務所＠京都

個人の住まいは住む人家族に大きな影響を与えるもので、

今後の人生を左右するといっても過言ではありません。

そのように考えると住まいは見た目の美しさだけではなく美しいあり方

かどうかが大変重要になります。

あたりまえのものがあたりまえに、 あるべきものがあるべきところにあること。

これらをもっとも大切にしています。



　　　　　　和み佇む家

玄関から広がる、 広々とした土間スペース

隣家の視線をうまく遮ったプライベートな庭

飾らない、 品のある外観
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配置計画

隣家の位置、 玄関や窓の位置、 高さ等も計測します。

そのデータをもとに建築家は現地を調査し、 視線 ・

風の抜け方 ・ 光の入り方、 隣家や周辺からの見え方

等を総合的に見て、 その敷地に合ったベストな設計

をします。

●周りの田畑や自然の「緑」を室内からも楽しめる
●敷地を活かした建物と駐車場の配置
●西側の隣家・南側のグラウンドからの視線を
　どう外すか？
　建築家により計算された窓位置
●隣家からの視線を自分の家の建物で遮りプライ
　ベートな庭を確保
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リビング～土間・和室との繋がり

東西

北

南

リビングにみんなが集まり、テレビを見たり子供が小さいうちは勉
強したり、家族と会話しながら家事をしたりするイメージ。
子供が遊べたり、来客時等を考えて小上がりの畳スペースや実家か
らのいただき物、買い物したものを入れるパントリーや土間収納が
ほしい。

ポイントは土間！
買い物から帰宅して、食材をそのまま冷蔵庫へ。冷蔵庫へ入れない
ものは土間収納へ収納できるような位置関係と動線。
ベビーカーを置いたり、コートや帽子をかけたり広々と使うことが
できます。「土間」と「土間収納」をはっきり区切らず 1つの空間
として一体化することで、玄関から収納までの流れをよりスムーズ
に行えます。

玄関
アプローチ

来客動線
シューズクロー
ゼットを見られ
ずにリビングへ

家族動線
土間を通って
リビングへ

土間収納と玄関を繋げるこでベビーカーを置いたり、
コートや帽子をかけたり広々と使うことができます。
また、玄関横に下窓を設けることで庭の緑が見えて明
るい。

東側の敷地が開けているので、リビングから対角線上　　　の窓
から景色が見えることで左右に視線が抜け広く見せる事ができる。

畳コーナーを 3帖設けました。リビングに隣接することで空間に
広がりができ、3帖分ですが、窓を設け視線が外に抜けることで
「狭い」と感じることなく使っていただけると思います。

階段下を利用して、スタディスペースを設けました。
小さめの窓も設けているので外の景色も眺めることがで
きリラックスしながら使って頂けます。
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土間収納

土付きの
野菜や水
のタンク
も収納可能
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キッチン

キッチンはアイランドか壁付けのペニンシュラ型で
迷ってます！以前は、キッチンの後ろに冷蔵庫があって
狭かったから広いキッチンがいい。

キッチンは全体のバランスを見ながら設計していきま
しょう。

ぐるぐると回れて行き止まりが無いので奥様やご主人
が料理をする際でも使いやすく、作業しやすいことを
考えて設計しました。
キッチンの後ろは冷蔵庫と収納の中央にカウンターを
設けました。家電置きやちょっとした物置にも丁度良
い位置だと思います。
また、キッチンからリビングや和室が見えるので料理
中でも手を止めずに家族の様子が伺えますし、洗面な
どの水回りをキッチンの後ろに配置したので洗濯など
の「家事動線」が短くなり家事もしやすくなります。

洗
 面
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色々と考えているんですが、まだ小さいうちはリビングで会話
しながら勉強するイメージなので、まずは広々とした仕切りの
ないスペースにしておいて、後々子供の成長に合わせて仕切る
ようにできればいいな。
主寝室は寝られればOKです。寝室で特別何かをすることも
ないので・・・

子ども部屋は建物の正面にもなるので、外観の雰囲気を崩さな
いよう 3つ並べて配置しています。
更に視線が抜けて圧迫感を感じない窓の配置にしています。
子ども部屋と、主寝室の南側は建物の正面（顔）にもなります。
その為、南面の窓は同じ大きさで横一列に並べています。大き
さや位置がバラバラだとスタイリッシュな外観イメージが崩れ
てしまうからです。窓の配置は室内の快適さだけではなく外観
のデザインにも影響するのでとても重要です。

東西

北

南

外へ向かって視線が抜ける

子ども部屋は将来 3部屋にできるように設計してます。
年齢が小さいお子様の場合、個室を必要とするのは 10 年後く
らいなので将来性を考えて自由に仕切れるようにしています。
主寝室は特に大きな要望はなかったのでベッドを置く必要最低
限の広さ 4.5 帖です。広くすることは出来ますが、その分コス
トがかかるので「広さ」ではなく「その部屋に必要な広さ」が
大事です。

子ども部屋・寝室
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南 東

西 北

西側の隣家からの視線を考慮し、窓の位置を高くし尚且空が見える

ような感じで窓を高く配置している。

南側は道路沿いで、 視認性が高いため 「閉じて」 いる。

玄関外のポーチを広めにとっているので、 自転車や植物を置

いたりシンプルながらもインパクトがあるつくり。

北側は景色がよく開けているため、室内へ光をおとすために窓を設けて

いる。

室外機などを配置するスペース

東側は開けている。 景色がよくリビング庭まで目線が抜ける。

駐車場の後方に庭

道 路



　熊本市風配図

風配図とは、 各方位の風向および風速の頻度を表した図です。

建築家は周辺の建物や環境を実際に目で見て、 データと照らし合わせながら

風の向きや、 入り方なども計算して 「窓の配置」 「窓の種類」 「建物の配置」 を決めていきます。



真夏午後１２時真冬午後１２時

冬は部屋の奥まで光を取り込み暖かく、夏は窓から入る直射日光を避け、涼しく

自然の力を最大限活かしたパッシブ設計。

夏と冬では太陽の位置が異なります。建築家は季節ごとに変わる太陽の動きも熟知した上で設計します。

（冬至） （夏至） 太陽の南中高度（太陽が真南にきて、一番高く上がった時の

地平線との角度）が最も高くなる為 , 軒を出して日射を遮り、

室温の上昇を抑える。

太陽の南中高度（太陽が真南にきて、一番高く上がった時の地平線

との角度）が低くなる為、太陽が西に傾く頃、窓から部屋の奥まで

暖かい光を取り込むことができる。


